
　
新
し
い
年

度
が
始
ま
り
、

保
護
者
の
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、

お
子
さ
ま
の

高
校
生
活
が

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
中
、
希
望
と
不

安
の
入
り
混
じ
る
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
吉
實
勇
治
で
ご

ざ
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、
そ
し

て
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
微

力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
年
間
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
目
標
は
、「
か
け
が

え
の
な
い
18
年
分
の
１
年
を
未
来
へ
」と
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
て
か
ら

18
歳
に
な
る
ま
で
の
、
ま
さ
に
人
生
の「
準
備

期
間
」の
貴
重
な
１
ペ
ー
ジ
に
あ
た
る
こ
の
１

年
を
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
し
て
、
未

来
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め

た
言
葉
で
す
。

　
私
た
ち
の
感
じ
る
１
年
は
４
〜
50
年
分
の

１
年
な
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
の
１
年
は
18

年
分
の
１
年
と
な
り
、
も
の
す
ご
く
内
容
の

濃
い
、
今
後
の
人
生
に
影
響
の
あ
る
重
要
な

１
年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
は
今
、
大
き
な
可
能
性
や
様
々
な
壁
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
進
路
や
人
間
関
係
、
社
会

へ
の
適
応
な
ど
の
選
択
や
葛
藤
の
中
に
い
ま

す
。
そ
れ
は
親
に
と
っ
て
も
ま
た
、
大
き
な

転
換
の
時
期
で
す
。
幼
か
っ
た
我
が
子
が
、

自
分
で
考
え
、
決
断
し
、
社
会
へ
と
歩
き
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
貴
重
な
成
長
の

瞬
間
に
、
私
た
ち
は
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
保
護
者
と
し
て
で
き
る
こ

と
は「
支
え
す
ぎ
な
い
支
え
方
」を
意
識
す
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。『
親
』と
言
う
字
の

ご
と
く
、
後
ろ
か
ら
背
中
を
そ
っ
と
押
す
よ

う
に
、
信
じ
て
見
守
る
姿
勢
が
、
子
ど
も
た

ち
の「
自
分
で
未
来
を
切
り
拓
く
力
」へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
は
、
単
な
る
行
事
運
営

や
連
絡
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
手
を
取
り
合
い
、
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の「
つ
な
ぎ

役
」だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
へ
の

参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
同
士
の
情
報

共
有
や
交
流
の
場
と
し
て
も
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
ぜ
ひ
前
向
き
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
様
の

ご
協
力
な
し
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
お
忙
し
い
日
々
の
中
と
は
思
い
ま

す
が
、
で
き
る
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
参
加
・
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
共
に
子
ど
も
た
ち
の
１
年
を
温
か
く

支
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の「
か
け
が
え
の
な
い
１
年
」が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
し
て
私
た
ち
大
人
に

と
っ
て
も
、
未
来
に
つ
な
が
る
実
り
あ
る
時

間
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
１
年
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
吉
實
　
勇
治

　
今
年
度
、
本
校
は「
最
後

の
入
学
生
」一
〇
八
名
を
迎

え
ま
し
た
。
高
校
三
年
生

が
、「
最
後
の
総
体
」、「
最
後

の
体
育
大
会
」、「
最
後
の
小

松
高
祭
」と
表
現
す
る
よ
う

に
、
一
つ
一
つ
の
行
事
に
、

生
徒
た
ち
は
特
別
な
思
い
を
込
め
て
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
校
長
と
し
て「
最
後
の
年
」を
迎
え
て
い
ま
す
。

三
学
年
が
揃
う
最
後
の
現
小
松
高
校
の
一
年
、
そ
し
て
、

来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
小
松
高
校
。
こ
の
節
目
の
年
に
関

わ
れ
る
こ
と
に
深
い
感
慨
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
新
た
な

歴
史
が
始
ま
る「
最
後
の
一
年
」を
、
全
校
生
徒
三
五
七

名
、
教
職
員
五
十
五
名
と
と
も
に
大
切
に
紡
い
で
ま
い
り

ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
に
深
い
御
理
解
と
温
か
い
御
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
竹
林
整
備
や
総
体
応
援
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
の
御
協
力
に
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
五
月
六

日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
を
御
承
認
い
た

だ
き
、
吉
實
勇
治
会
長
の
も
と
、
令
和
七
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
御
尽
力

く
だ
さ
っ
た
旧
役
員
の
皆
様
に
も
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
十
八
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
高
校
を
卒
業

し
ま
す
。
そ
の
歩
み
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
と
っ
て
も
愛
情

と
努
力
の
積
み
重
ね
の
軌
跡
で
す
。
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
目
標「
か
け
が
え
の
な
い
18
年
分
の
１
年
を
未
来
へ
」は
、

そ
う
し
た
思
い
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
学
校
と
し
て
も
、

家
庭
、
地
域
と
の
よ
り
強
固
な
連
携
を
築
き
な
が
ら
、
成

長
の
集
大
成
で
あ
る
高
校
時
代
を「
未
来
へ
の
一
歩
」と
し

て
大
切
に
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
で
は
、
今
年
度
の
重
点
努
力
目
標
を「
情

理
を
尽
く
す 

学
び
合
い 

高
め
合
い 

築
き
合
い
〜
伝
統
を

継
承
し
、
養
正
が
丘
か
ら
未
来
を
拓
く
〜
」と
定
め
ま
し

た
。「
情
理
を
尽
く
す
」は
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
と
社
会
的

な
道
理
を
兼
ね
備
え
た
誠
実
な
態
度
を
意
味
し
、
知
的
で

協
働
的
な
高
校
生
活
を
築
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
副
目
標「
伝
統
を
継
承
し
、
養

正
が
丘
か
ら
未
来
を
拓
く
」は
、
県
立
学
校
振
興
計
画
に

よ
り
、「
小
松
高
校
」「
東
予
高
校
」「
丹
原
高
校
」の
三
校
が
、

令
和
八
年
度
か
ら
新
し
い
二
校「
小
松
高
校
」「
東
予
総
合

高
校
」に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。
現

在
、
三
校
合
同
で
西
条
市
内
十
中
学
校
の
生
徒
・
保
護
者

向
け
説
明
会
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
養
正
が
丘
か
ら
新

し
い
希
望
に
満
ち
た
風
を
吹
か
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
輝
笑
転
結
〜
笑
顔

が
絶
え
な
い
青
春
を
〜
」に
決
定
し
て
お
り
、
ど
ん
な
苦

境
で
も
前
向
き
に
笑
顔
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
小
松
高

生
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
第
七
十
九
回
愛
媛
県

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
は
、
総
勢
七
十
七
名
が
出

場
し
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は

堂
々
の
ベ
ス
ト
４
、
男
子
テ
ニ
ス
部
も
ダ
ブ
ル
ス
で
ベ
ス
ト

８
と
な
り
ま
し
た
。
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
四
国
大

会
出
場
を
果
た
し
、
養
正
会
の
皆
様
や
教
職
員
の
声
援
を

背
に
一
回
戦
を
突
破
、
二
回
戦
で
も
一
セ
ッ
ト
を
奪
う
な

ど
健
闘
し
、
ベ
ス
ト
８
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
果
を
残
し

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
県
大
会
の
壁
に
阻
ま
れ
た
競
技
も

多
か
っ
た
だ
け
に
今
年
度
は
大
き
な
前
進
が
感
じ
ら
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
野
球
選
手
権
大
会
や

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等
更
な
る
挑
戦
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
こ
の『
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
』が
お
手
元
に
届
く
折
に
は

ま
た
新
た
な
感
動
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

舞
台
で
力
を
尽
く
し
、
一
歩
ず
つ
成
長
し
て
い
く
姿
に
、

私
た
ち
は
大
き
な
希
望
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
手
を
携
え
、
生
徒
一
人
一
人

の
夢
や
可
能
性
を
育
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
未

来
に
羽
ば
た
く
小
松
高
生
た
ち
と
新
た
に
始
ま
る
新
校

へ
の
歩
み
を
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

養
正
が
丘
か
ら
未
来
を
拓
く

校
長
　
村
井
　
浩
昭

令和７年度  PTA 主な活動目標

「かけがえのない18年分の１年を未来へ」
１　学校と家庭が連携し、豊かな心を持った活力ある生徒を育成する。
２　各部会の活動と研修の充実を図り、会員相互の交流を広げ深めていく。

文化教育部
　学校と家庭、生徒と保護者の情報を発信します。
　 ● PTAだより（発刊 年２回）
　 ● PTA活動の記録とまとめ
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画

保健環境部
　生徒と保護者の心と身体の健全な育成を目的に活動します。
　 ● PTA活動（研修旅行の企画）
　 ● 学校保健委員会への協議題検討と参加
　 ● ボランティア活動の参加
　 ● 危険箇所の点検修繕とその啓発
　 ● 小松高祭のＰＴＡバザーコーナーの企画

人権教育部
　身近な人権問題を学習し、保護者だよりとして発信します。
　 ● 人権・同和教育保護者だより「きらり」の発行
　 ● ＰＴＡ関係各種学習会への参加（人権部会だけに限らない）
　 ● 学校内での学習会（意見交換）
　 ● 小松町差別をなくする町民のつどい
　 ● 地区別懇談会
　 ● 愛媛県人権・同和教育研究大会
　 ● 小松高祭のＰＴＡバザーコーナーの企画

生徒指導部
　直接、生徒と交わり、生徒の行動に目を配る活動を行います。
　 ● 夏季休業中、祭礼などの補導当番（地区別）
　　（夜市、おかげん、夏祭、七夕祭など）
　 ● 各地区にて交通違反、駅やコンビニでのたむろ、薬物乱用、夜間徘徊など
　　の情報収集ならびに学校への連絡
　 ● 小松高祭のPTAバザーコーナーの企画
　 ● 高校生防犯ボランティア活動(C.A.P=Culture Area Protectors)

おやじ部
　竹林整備を始めとした各種イベントの企画運営を行います。
　 ● たけのこ掘り　南側斜面の竹林整備活動（４月27日）
　 ● そうめん流し　篤志の坂及びグラウンド等の清掃活動（７月27日）
　 ● 竹林の整備　　南側斜面の竹林整備活動（11月９日）
　 ● 小松高祭のＰＴＡバザーコーナーの企画

小松高校PTAだより　第89号 令和７年７月●日小松高校PTAだより　第89号令和７年７月●日

修学旅行
～東京～
修学旅行
～東京～
修学旅行
～東京～

発行所

編集
責任

小松高等学校
PT A文教部
総務厚生課

　
校
章
の
由
来

松
に
囲
ま
れ
た
小
松
高
校
を

抽
象
化
し
た
松
の
絵
に
小
松

の「
小
」と「
高
」を
配
し
た
。

積
微
力
行



令和７年７月●日

田村　信生（教諭）
　１年３組副担任、バレーボール
部・経済研究部、魅力創生課・進
路課の担当です。地域や学校の魅力や課題
を探究していきます。

地歴
公民

佐伯　孝史（教諭）
　地 歴・公 民 科、２年 団、バス
ケットボール部男子の顧問。人
権・同和教育課の仕事を担当して８年目、
日本将棋連盟個人会員にもなっています。

地歴
公民

林　　格男（教諭）
　本校３年目で、地歴・公民、２
年４組担任、サッカー部顧問を担
当しています。授業や部活動を通して生徒
と共に成長していきたいと思います。よろ
しくお願いします。

地歴
公民

教職員紹介

戸田　恭史（教諭）
　本校２年目です。国語科、３年
１組担任、バレーボール部を担
当しています。よろしくお願いします。

国語
加藤　真一（事務長）
　本校２年目です。新校開設に向けて、事
務課として魅力ある学校づくりに努めてい
きます。

田所軍兵衛（教諭）
　本校５年目です。３年学年団、
国語、総合体育文化部を担当し
ます。進路課長として、生徒一人一人の進
路実現に協力していきたいと思います。

国語

村井　浩昭（校長）
　校長としての最後の年度を小松高校で迎
えられること、この上ない仕合わせと思っ
ております。現小松高校と新小松高校のよ
い架橋となれるように、情理を尽くし、養
正が丘から未来を拓きます。

久門　美和（教頭）
　本校５年目となりました。生徒のみなさ
んが充実した学校生活を送ることができる
よう支援していきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

後藤　宏樹（教頭）
　本校２年目です。小松高校で働けること
に感謝しています。皆さんが安全・安心に
学校生活を過ごせるような環境作りに精一
杯務めます。よろしくお願いいたします。

河野　靖典（教諭）
　本校２年目です。教科は国語科
で、２年３組担任、卓球部顧問を
担当します。生徒のみなさんの学びが充実
するよう努めます。

国語
杉田　啓樹（教諭）
　小松高校３年目です。１年３組
担任、国語科、ソフトボール部
を担当しています。よろしくお願いします。

国語
月原　康宏（教諭）
　本校７年目です。地歴・公民、
３学年主任、ソフトボール部の顧
問、総務厚生科を担当しています。地域の
活性化に尽力します。

地歴
公民

渡部　慎司（教諭）
　小松高校２年目です。１年２組
担任、数学科、テニス部を担当
しています。よろしくお願いします。

数学
渡部　裕也（教諭）
　３年３組担任、数学、進路課、
野球部・総合体育文化部を担当し
ています。本校３年目です。ではここで一
句「新しき　門出に咲く　桜たち」よろしく
お願いいたします。

数学
團上　紋子（教諭）
　今年度赴任してきました。１年
４組副担任、数学、吹奏楽部と
経済研究部を担当します。伝統ある小松高
校で、生徒の皆さんと共に成長出来たらと
思います。よろしくお願いします。

数学

宮本　康平（教諭）
　教科は理科、情報です。３年４
組担任、女子サッカー部を担当し
ています。生徒のみなさんが充実した高校
生活を過ごせるよう暖かくサポートしてい
きます。よろしくお願いいたします。

理科
伊藤　和美（教諭）
　理科（生物）、２年３組副担任、
保健相談課、女子バスケットボー
ル部を担当します。小松高生の学校生活
が、実り多きものになるようサポートしま
す。

理科
河口　雄紀（教諭）
　本校３年目です。２年２組担
任、数学、テニス部を担当して
います。生徒と共に成長できるよう精一杯
頑張ります。よろしくお願いします。

数学

菊池　郁哉（教諭）
　今年度赴任してまいりました。
理科、２年１組担任、女子バス
ケットボール部を担当します。１日でも早く
力になれるように努力していきます。

理科
山本　鷹裕（教諭）
　３年２組担任、理科（生物・地
学）、バスケ部男子を担当します。
皆さんの自己実現をサポートします。よろ
しくお願いします。

理科
山中　智博（再任用）
　今年度赴任してきました。理
科、１年１組副担任、総合体育文
化部を担当します。よろしくお願いします。

理科

藤本　賢二（教諭）
　生徒指導主事　小松高校13年
目になりました。学校生活を皆
で協力して、「明るく活発」で「礼儀正しく」

「芯のあるひたむきな活動」をしていきま
しょう。

保健
体育

梶原　健作（教諭）
　４年目になりました。保健体育科、１
年１組担任、男子バレーボール部の顧
問を担当させていただきます。生徒の皆さんが明る
く元気に、安心して学校生活を送ることができるよ
う、精一杯頑張ります。よろしくお願いいたします。

保健
体育

山本　　暉（教諭）
　本校２年目です。保健体育科、
２年１組副担任、野球部を担当し
ます。「感謝」「素直」「謙虚」の心を大切に生
徒と共に成長していきます。よろしくお願
いいたします。

保健
体育

杉村　征彦（教諭）
　本校５年目になりました。２年
２組副担任、吹奏楽部、生徒会
を担当します。よろしくお願いいたします。

芸術
岡野　佳代（再任用）
　今年度赴任してきました。教科
は 保 健 体 育です。女 子 バレ ー
ボール部を担当します。明るく元気に一緒
に頑張りましょう！

保健
体育

茂松　克明（教諭）
　４年目になりました。芸術（美
術）、美術部、テニス部を担当し
ます。よろしくお願いします。

芸術

伊藤　史晴（教諭）
　We Shall Overcome♥　
よろしくお願いします♥

英語
藤原さおり（教諭）
　本校５年目です。英語、２年学
年 主 任、華 道 部、女 子 バレ ー
ボール部を担当します。よろしくお願いい
たします。

英語
中村　晃一（教諭）
　本校３年目です。担当教科は英語
で、３年３組副担任、テニス部女子
の顧問をしています。英語が苦手な人にもわ
かるように、なるべく簡単な説明を目指して
授業をしていきます。よろしくお願いします。

英語

大野真由美（教諭）
　担当教科は家庭科。教務課を
担当させていただいています。「楽
しい授業、生活で実践できる授業」を目指
しています。よろしくお願いします。

家庭
小野　庸子（教諭）
　４月に赴任して参りました。担
当教科は英語です。１学年主任と
して、生徒の皆さんの資格取得や進路実現
に向けて尽力します。よろしくお願いいた
します。

英語
藤田　優子（教諭）
　本校８年目になりました。教科
は家庭科で、保健相談課、被服
手芸部を担当しています。授業を通しても
のづくりの楽しさを伝えていきたいと思っ
ています。よろしくお願いします。

家庭

谷口　愛梨（教諭）
　本校３年目です。生徒の皆さん
の成長をサポートできるよう頑張
ります。よろしくお願いいたします。

家庭
竹田ありす（教諭）
　本校２年目です。家庭科、1年
4組担任、日本音楽部顧問を担
当します。生徒の皆さんと日々成長してい
けるよう努めます。宜しくお願いします。

家庭

小松高校PTAだより　第89号 令和７年７月●日小松高校PTAだより　第89号

新居田明子（講師）
　２年４組の副担任、日本音楽部
を担当しています。生徒の皆さん
の新たな学びや発見につながるような授
業を目指します。よろしくお願いします。

家庭
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４
月
27
日
㈰
、
第
44
回
竹
林
整
備
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
事
前
準
備（
下
草
刈
り
等
）の
お
か
げ
で

学
校
行
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
70
名
超
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
見
違

え
る
よ
う
に
校
内
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
、
竹
林
を
よ
く
す
る

会
、
ふ
る
さ
と
小
松
立
志
隊
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
御
協
力
で

整
備
活
動
後
の
竹
チ
ッ
プ
活
用（
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
）や
筍
ご
飯
な
ど
幅
広
い
活
動
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
ぜ
ひ
年
中
行
事
に
加
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
45
回
は
、
７
月
27
日
㈰
の
午
前
９
時
、
第
46

回
は
11
月
９
日
㈰
午
後
２
時
か
ら
で
す
。
皆
様
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
御
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平塚　敏和（教諭）
　経済研究部の顧問をしていま
す。持続可能な社会の実現を目
指してＳＤＧｓなビジネスを生徒と一緒に考
えていきます。皆様、宜しくお願いいたし
ます。

商業

石飛　敦美（実習助手）
　本校３年目になりました。実習助手とし
てみなさんの学びに寄り添い、精一杯サ
ポートさせて頂きます。よろしくお願いしま
す。

渡邊　一郎（主任業務員）
　２年目になりました。こつこつ
と頑張ります。

事務

川又さつき（教育業務支援員）
　３度目の母校での勤務２年目に
なります。小松高校の窓口として
「自分らしく」対応していきますのでよろしく
お願いします。

事務

槇　　純子（準スクールカウンセラー）
　元気十倍、勇気百倍、笑顔いっぱいの
高校生活を応援しています。水曜日の午後
に来ていますので、気軽に相談に来てくだ
さい。よろしくお願いします。

　
県
総
体
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部（
女
子
）、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
男
女
）、
卓
球
部（
女
子
）、
テ
ニ

ス
部（
男
女
）、
サ
ッ
カ
ー
部（
女

子
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部（
女
子
）、

柔
道
部
の
選
手
の
77
名
が
出
場
し

ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

『
魂
よ
　
熱
と
な
れ
、
努
力
よ
　
翼

と
な
れ
』に
な
ぞ
ら
え
、
平
日
夕
方

は
も
ち
ろ
ん
、
土
日
も
多
く
の
時

間
を
使
っ
て
練
習
を
し
て
き
た
、
選

手
の
姿
勢
と
情
熱
が
実
っ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
か
ら
は
各
地
区
予
選
が
な
く
な
り
ま
す

が
、
勝
利
に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
頑
張
る
姿
や
期

待
を
超
え
る
活
躍
で
感
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
県
総
体
で
ベ
ス
ト
４
に
入
っ
た

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
６

月
14
日
に
行
わ
れ
た
四
国
大
会

（
松
山
市
）で
、
ベ
ス
ト
８
の
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

佐伯　宏美（非常勤講師）
　本校３年目です。皆さんの生活
に生かせるような知識や技術を
身につけられる授業を心掛けています。よ
ろしくお願いします。

家庭
飯田　高大（教諭）
　３年１組副担任。教科は２・３
年生の情報、１年生の地理。部
活動は、野球部と経済研究部。今年もよろ
しくお願いします。

情報

田井　修一（再任用）
　本校での勤務、と同時に再任
用３年目となりました。目標を掲
げ頑張っている生徒の皆さんのサポートを
して参ります。３年２組副担任。野球部顧
問です。

商業

日野　翔磨（主任）
　今年度から赴任することにな
りました。学校再編の事務を担
当します。よろしくお願いします。

事務

長谷部和子（教育業務支援員）
　数学・英語・家庭などの授業の支援に入っ
ています。皆さんの学習のサポートができ
ればと思っています。宜しくお願いします。

佐伯ひとみ（教育業務支援員）
　本校で働くのも10余年となり
「ミスなく確実に」の目標＋1つず
つ追加していく毎日です。皆さんに助けら
れ元気をもらって頑張りますのでよろしく
お願いします。

事務

ケイトリンスネルソン（ALT）
　私は小松高校のALTです。生徒の皆さん
が楽しく英語を学ぶことが私の目標です。
よろしくお願いします。

寺川　紗希（養護教諭）
　生徒の皆さんが毎日を安心し
て健やかに過ごせるよう、保健
室からサポートしていきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

養護

江島　昂志（主事）
　小松高校3年目になりました。
生徒の皆さんの学校生活のサ
ポートができるよう努めていきます。よろ
しくお願いします。

事務

髙橋　哲人（教育業務支援員）
　本年度は古巣の事務室勤務に
なりました。ブランクがあり不安
ですが、よろしくお願いします。

事務

玉井　雅英（教育業務支援員）
　授業の支援に入っています。この子等の
ために少しでも力になれたらなあと思って
います。宜しくお願い致します。

竹
林
整
備

年
中
行
事
に
加
え
て
ね

竹
林
整
備

年
中
行
事
に
加
え
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ね

竹
林
整
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年
中
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事
に
加
え
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媛
県
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等
学
校

総
合
体
育
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第
79
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愛
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県
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等
学
校

総
合
体
育
大
会

修学旅行
～沖縄～
修学旅行
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修学旅行
～沖縄～


